
2
0
2
4
年
6
月
15
日
、
栃
木
県
小
山

市
で
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
設
立
15
周
年
記
念
講

演
会
「
湿
地
か
ら
は
じ
ま
る　

自
然
の
つ

な
が
り
×
人
の
つ
な
が
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
の
小
山
市
立
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
に
は
、
小
山
市
民
を
は

じ
め
全
国
各
地
か
ら
湿
地
の
保
全
・
賢
明

な
利
用
に
関
わ
る
関
係
者
が
集
ま
り
、
2

つ
の
基
調
講
演
と
4
つ
の
報
告
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。

最
初
の
基
調
講
演
は
、
柏
木
実
さ
ん

（
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事
）
に
よ
る
「
シ
ギ

や
チ
ド
リ
た
ち
か
ら
見
た
渡
良
瀬
、
日
本

の
湿
地
、
世
界
の
湿
地

─

そ
の
長
距
離
の

渡
り
と
私
た
ち

─

」。
柏
木
さ
ん
が
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
と
、
保
全
活
動
に

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
き
た

の
か
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

柏
木
さ
ん
に
よ
る
と
、
シ

ギ
や
チ
ド
リ
は
万
葉
集
や
和

歌
に
も
詠
ま
れ
、「
千
鳥
足
」
な
ど
と
い

う
言
葉
が
日
常
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、

日
本
で
は
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
一

方
、
そ
の
生
態
は
よ
く
知
ら
れ
て
は
お
ら

ず
、
個
体
数
が
ど
ん
ど
ん
減
少
し
て
い
ま

す
。
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
は
、
北
半
球
の
北

極
圏
を
含
む
地
域
で
夏
に
繁
殖
し
、
冬
に

な
る
前
に
渡
り
を
は
じ
め
、
中
継
地
を
経

て
、
越
冬
地
で
あ
る
赤
道
・
南
半
球
へ
と

長
距
離
を
移
動
し
ま
す
。
中
継
地
で
あ
る

日
本
の
干
潟
は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
に
と

っ
て
は
渡
り
で
消
耗
し
た
体
力
を
回
復
す

る
栄
養
分
を
補
給
す
る
重
要
な
場
所
。
シ

ギ
・
チ
ド
リ
類
の
個
体
数
は
、
1
9
7
0

年
代
か
ら
2
0
0
0
年
代
に
か
け
て
激
減

し
、
そ
の
後
も
緩
や
か
に
減

少
し
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
そ

の
大
き
な
原
因
の
1
つ
は
、

高
度
経
済
成
長
に
伴
う
干
潟

の
干
拓
・
埋
め
立
て
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
日
本

の
干
潟
を
保
全
・
再
生
す
る

こ
と
は
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
共
通
の
課
題
で
す
。
内

陸
湿
地
で
あ
る
渡
良
瀬
遊
水

地
や
そ
の
周
辺
河
川
や
水
田
、

米
作
と
麦
作
の
合
間

に
水
を
張
る
「
夏
期

湛
水
管
理
（
な
つ
み

ず
た
ん
ぼ
）」
な
ど

は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ

類
の
保
全
・
再
生
に

も
意
義
の
あ
る
こ
と

だ
と
、
柏
木
さ
ん
は

指
摘
し
ま
す
。

2
つ
目
の
基
調
講

演
は
、
呉
地
正
行
さ

ん
（
日
本
雁
を
保
護
す
る
会
会
長
／
ラ
ム

ネ
ッ
ト
J
理
事
）
に
よ
る
「
ガ
ン
が
渡
る

風
景
を
も
う
一
度
」。

ガ
ン
も
万
葉
集
や
枕
草
子
に
も
登
場
す

る
渡
り
鳥
で
、
襖ふ
す
ま
え絵

や
浮
世
絵
な
ど
の
モ

チ
ー
フ
に
も
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、
日
本

で
は
「
ガ
ン
の
い
る
風
景
」
が
日
常
的
な

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済
成
長

を
経
て
、
日
本
に
飛
来
す
る
ガ
ン
は
激
減

し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
原
因
の
1
つ
が
、

ガ
ン
の
ね
ぐ
ら
と
な
る
湿

地
の
減
少
で
す
。
湿
地
の

管
理
方
法
の
見
直
し
や

「
ふ
ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
の

導
入
な
ど
、
失
わ
れ
た
ね

ぐ
ら
を
再
生
す
る
取
り
組

み
の
事
例
が
、
呉
地
さ
ん

か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
に
飛
来
す

る
ガ
ン
の
一
種
で
あ
る
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
は
、
繁

殖
地
で
あ
る
千
島
で
毛
皮

採
取
用
の
キ
ツ
ネ
の
放
牧

が
行
わ
れ
た
こ
と
で
、
絶

滅
の
危
機
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
呉
地
さ
ん
を
は
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会場の様子（上）

基調講演を行ったラムネッ
トJ理事の柏木実さん（左）
と呉地正行さん（右）

じ
め
と
す
る
日
本
の
環
境
活
動
家
と
海
外

の
研
究
者
が
協
働
し
て
、
人
工
繁
殖
と
放

鳥
、
越
冬
地
の
復
元
な
ど
に
取
り
組
ん
だ

結
果
、
そ
の
個
体
数
が
回
復
し
つ
つ
あ
る

と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
宮
城
県
の
高
校
生

が
展
開
す
る
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
ガ
ン
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
最
新
の
情
報
も
共
有

さ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
に
続
い
て
行
わ
れ
た
報
告
は
、

徳
島
県
吉
野
川
の
取
り
組
み
、
沖
縄
県
の

開
発
問
題
、
ユ
ー
ス
目
線
か
ら
の
将
来
世

代
参
画
の
意
義
、
絵
本
を
用
い
た
環
境
学

習
の
4
つ
。

最
後
の
報
告
と
な
っ
た
、
絵
本
作
家
の

キ
ム
・
フ
ァ
ン
さ
ん
の
報
告
で
は
、
環
境

教
育
に
絵
本
や
紙
芝
居
を
取
り
入
れ
る
こ

と
で
、
幅
広
い
年
齢
層
に
「
共
感
」
が
生

ま
れ
る
と
し
て
、
キ
ム
・
フ
ァ
ン
さ
ん
作

の
絵
本
『
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
の
お
か
あ
さ
ん
』

な
ど
を
紙
芝
居
で
実
演
。
会
場
は
大
き
な

共
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J 

15
周
年
記
念
講
演
会 

小
山
市
に
湿
地
関
係
者
が
集
合

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事
　
原
野
好
正

ラムサール・ネットワーク日本 15周年記念講演会
湿地からはじまる　自然のつながり×人のつながり

《プログラム》
■基調講演
・�「シギやチドリたちから見た渡良瀬、日本の湿地、世界の湿
地─その長距離の渡りと私たち─」

　　柏木　実（ラムネットJ理事）
・�「ガンが渡る風景をもう一度」
　　呉地正行（日本雁を保護する会会長／ラムネットJ理事）
■報告
・「吉野川河口域のシオマネキを守るとりくみ」
　　井口利枝子（とくしま自然観察の会／ラムネットJ理事）
・「沖縄県における開発計画と湿地への影響」
　　砂川かおり（沖縄国際大学／ラムネットJ理事）
・「ユースの目線から見た将来世代参画の意義」
　　��稲場一華（国際自然保護連合（IUCN）日本委員会事務局／

ユースコーディネーター）
・「環境学習にもっと物語を！」キム・ファン（絵本作家）

絵本作家のキム・ファンさんの報告
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民
族
が
い
ま
す
が
、
1
9
9
7
年
に
、

憲
法
に
「
国
家
は
多
元
文
化
を
肯
定
し
、

積
極
的
に
原
住
民
族
の
言
語
文
化
を
護

り
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
、
現
在
の
台
湾
で
は
原
住
民
族

の
言
語
・
文
化
な
ど
の
復
興
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会

で
も
彼
ら
が
堂
々
と
原
住
民
族
と
名
乗

れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

回
訪
問
し
た
花
蓮
市
の
南ら
む
あ
ん安
は
、
台
湾

の
最
高
峰
の
玉
山
（
新
高
山
）
の
山
裾

の
集
落
で
、
希
少
種
の
タ
イ
ワ
ン
グ
マ

も
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
原
住
民

族
の
人
た
ち
が
、
農
業
改
良
場
と
協
働

し
て
有
機
農
業
を
行
い
、
希
少
種
の
淡

水
魚
・
キ
ク
チ
ヒ
ナ
モ
ロ
コ
に
配
慮
し

た
水
辺
や
水
路
の
設
置
や
、
在
来
植
物

で
畔あ
ぜ

を
覆
い
、
外
来
種
の
水
田
へ
の
侵

入
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
そ
の
ブ
ラ
ン
ド

米
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
図

3
）。今

回
は
台
湾
の
田
ん
ぼ
を
軸
と
し
た

多
様
な
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
紙
面
で
は
紹
介
し
き
れ

ま
せ
ん
が
、
行
く
先
々
で
出
会
っ
た
地

域
資
源
を
活
か
し
た
多
彩
で
豊
か
な
食

文
化
が
、
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

の
維
持
・
管
理
を

行
い
な
が
ら
、
田

ん
ぼ
の
生
物
多
様

性
の
向
上
と
農
業

文
化
の
復
元
に
尽

力
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
渡
り
鳥
の
重

要
な
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
湿
地
と
そ

の
隣
接
水
田
で
は
、
台
湾
野
鳥
の
会
、

農
業
関
係
者
と
協
働
し
、
渡
り
鳥
を
活

か
し
た
お
米
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
販
売

し
て
い
ま
し
た
。
若
者
が
多
く
、
地
元

自
治
体
の
政
策
策
定
に
も
関
わ
り
、
絶

滅
危
惧
種
の
ラ
ン
の
復
元
に
も
取
り
組

み
、
健
全
な
棚
田
景
観
全
体
を
取
り
戻

そ
う
と
い
う
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
（
図
2
）。

宣い
ら
ん蘭

（
B
）
で
は
、
水
鳥
に
配
慮
し

た
農
法
の
米
を
農
家
か
ら
買
い
取
る
会

社
が
、
養
魚
場
の
所
有
者
と
契
約
し
、

水
鳥
の
渡
り
の
時
期
に
養
魚
場
の
水
を

抜
い
て
干
潟
状
に
し
、
シ
ギ
チ
ド
リ
類

な
ど
の
生
息
地
を
創
出
す
る
取
り
組
み

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

4
月
に
大
地
震
が
起
き
た
、
花
蓮

（
C
）
で
は
、
行
政
院
農
業
委
員
会
の

花
蓮
区
農
業
改
良
場
と
農
林
務
局
が
主

導
し
て
、
花
蓮
県
各
地
の
原
住
民
族
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。
農

業
改
良
場
に
は
、
原
住
民
與
機
能
性
作

物
研
究
室
が
あ
り
、
原
住
民
族
の
伝
統

的
作
物
の
栽
培
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

台
湾
全
土
に
は
16
部
族
60
万
人
の
原
住

2
0
2
4
年
5
月
5
～
12
日
に
、
台

湾
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
目
的
は
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
が
実
施

中
の
「
田
ん
ぼ
の
生
物
・
文
化
多
様
性

2
0
3
0
年
」
の
一
環
で
、
ア
ジ
ア
を

代
表
す
る
湿
地
と
し
て
の
田
ん
ぼ
が
、

台
湾
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の

か
を
、
生
物
多
様
性
と
水
田
文
化
の
両

面
か
ら
学
ぶ
こ
と
で
し
た
。
訪
問
計
画

は
こ
れ
ま
で
に
交
流
が
あ
っ
た
、
台
南

野
鳥
の
会
／
レ
ン
カ
ク
生
態
教
育
園
区

公
園
の
李
文
珍
さ
ん
と
、
政
府
機
関
の

花
蓮
区
農
業
改
良
場
の
林
立
さ
ん
に
作

っ
て
い
た
だ
き
、
台
湾
の
北
、
東
、
南
、

西
部
の
8
地
域
22
地
点
を
訪
問
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
図
1
）。
各
地
点

で
の
活
動
主
体
は
、
N
G
O
、
政
府
・

自
治
体
、
企
業
、
原
住
民
な
ど
多
彩
で

し
た
が
、
そ
の
中
か
ら
数
例
を
紹
介
し

ま
す
。

最
初
に
訪
れ
た
貢ご
ん
り
ゃ
お寮地
区
（
A
）
で

は
、
N
G
O
の
人
禾
環
境
倫
理
發
展
基

金
會
が
、
旧
小
学
校
を
事
務
所
と
し
て

多
様
な
活
動

を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
棚

田
で
は
そ
の

復
田
と
水
牛

を
使
っ
た
伝

統
的
な
農
法

の
拡
大
を
め

ざ
し
、
景
観
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湖
西
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部
は
、
浜

名
湖
の
西
側
に
あ
る
湖
西
市
の
北
部
で

活
動
し
て
い
る
会
員
数
39
人
の
市
民

団
体
で
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

て
、
青
年
団
O
B
が
主
体
と
な
っ
て

1
9
9
2
年
4
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

自
然
保
護
活
動
、
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
地
域
文
化
の
継
承
や
地
域
内
の

各
種
団
体
の
連
携
に
よ
る
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
の
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
で
す
。「
先
人
の
知

恵
か
ら
学
び
、
取
り
組
み
、
持
続
・
発

展
す
る
里
山
の
取
り
組
み
」
を
行
い
な

が
ら
、「
自
然
の
恵
み
を
生
か
し
、
楽

し
む
、
お
ち
ば
の
里
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
浜
名
湖
の

豊
か
な
自
然
を
育
む
森
づ
く
り
や
湖
岸

の
ヨ
シ
刈
り
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
年
度
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
は
、
親
子
で
自
然
の
よ
さ
を
知
っ
た

り
自
然
の
中
で
の
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
り
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
「
湖
西
親
子
体
験
教
室
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
静
岡
県
湖
西
市
大
知

波
に
あ
る
「
お
ち
ば
の
里
親
水
公
園
」

で
、
1
3
0
匹
の
こ
い
の
ぼ
り
が
泳
ぐ

中
で
、
国
有
林
や
静
岡
県
立
浜
名
湖
自

然
公
園
に
接
す
る
公
園
で
、
川
遊
び
を

し
た
り
、
自
然
素
材
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
や

生
き
物
展
示
な
ど
に

親
し
ん
だ
り
し
な
が
ら
、

4
5
0
人
が
家
族
と
の

ふ
れ
あ
い
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
公
園
の
脇
を

流
れ
る
二
級
河
川
の
「
今
川
」
は
、
湖

西
連
峰
の
森
林
に
降
り
注
い
だ
雨
水
が

浜
名
湖
に
流
れ
込
む
こ
と
か
ら
、
浜
名

湖
に
と
っ
て
は
栄
養
分
の
あ
る
水
を
供

給
す
る
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
川
で
す
。
こ
の
川
に
は
、
ア
ユ
を
は

じ
め
、
ウ
ナ
ギ
や
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ

ョ
ウ
（
絶
滅
危
惧
I
B
類
）、
カ
ワ
ム

ツ
な
ど
の
清
流
に
生
息
す
る
生
き
物
が

多
数
見
ら
れ
ま
す
。

森
づ
く
り
に
よ
っ
て
豊
か
な
浜
名

湖
の
自
然
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学

ぶ
場
と
し
て
、
8
月
に
実
施
し
て
い

る
「
湖
西
親
子
体
験
教
室
（
親
子
で
浜

名
湖
を
知
ろ
う
）」
が
あ
り
ま
す
。
汽

水
湖
で
あ
る
浜
名
湖
は
、
国
内
で
10
番

目
の
面
積
で
、
周
囲
の
長
さ
は
3
番
目

と
い
う
複
雑
な
形
を
し
て
い
る
湖
で
す
。

こ
こ
に
は
、
日
本
有
数
の
「
ア
マ
モ

場
」
が
広
が
り
、
豊
か
な
生
態
系
を
つ

く
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
マ
モ

場
で
、
親
子
で
生
き
物
観
察
を

す
る
こ
と
で
、
自
然
の
お
も
し

ろ
さ
、
楽
し
さ
、
不
思
議
さ
を

学
び
な
が
ら
、
浜
名
湖
の
豊
か

な
自
然
を
実
感
し
、
保
護
・
保

全
の
意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

図1　台湾での訪問地点

図2　�貢寮地区の棚田と人禾環境倫理發
展基金會のメンバーと共に

図3　�南安地区の原住民族と花蓮農業改
良場のメンバーと共に

今川での水遊び（5月5日）

生き物コーナー（5月5日）

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
理
事
　
呉
地
正
行

■湖西親子体験教室
主　催：湖西フロンティア倶楽部
日　時：5 月 5 日（日）10：00 〜
場　所：おちばの里親水公園（湖西市）
参加者：450 名

自
然
と
の
ふ
れ
合
い
を
楽
し
む「
湖
西
親
子
体
験
教
室
」

湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
4  

イ
ベ
ン
ト
報
告

湖
西
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
倶
楽
部
　
片
山
愛
司

台
湾
で
出
会
っ
た
多
彩
な
田
ん
ぼ
、

文
化
、
そ
し
て
人
々



3

民
族
が
い
ま
す
が
、
1
9
9
7
年
に
、

憲
法
に
「
国
家
は
多
元
文
化
を
肯
定
し
、

積
極
的
に
原
住
民
族
の
言
語
文
化
を
護

り
発
展
さ
せ
る
」
と
い
う
文
言
が
盛
り

込
ま
れ
、
現
在
の
台
湾
で
は
原
住
民
族

の
言
語
・
文
化
な
ど
の
復
興
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
社
会

で
も
彼
ら
が
堂
々
と
原
住
民
族
と
名
乗

れ
る
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今

回
訪
問
し
た
花
蓮
市
の
南ら
む
あ
ん安
は
、
台
湾

の
最
高
峰
の
玉
山
（
新
高
山
）
の
山
裾

の
集
落
で
、
希
少
種
の
タ
イ
ワ
ン
グ
マ

も
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
原
住
民

族
の
人
た
ち
が
、
農
業
改
良
場
と
協
働

し
て
有
機
農
業
を
行
い
、
希
少
種
の
淡

水
魚
・
キ
ク
チ
ヒ
ナ
モ
ロ
コ
に
配
慮
し

た
水
辺
や
水
路
の
設
置
や
、
在
来
植
物

で
畔あ
ぜ

を
覆
い
、
外
来
種
の
水
田
へ
の
侵

入
を
防
ぐ
取
り
組
み
と
そ
の
ブ
ラ
ン
ド

米
の
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
（
図

3
）。今

回
は
台
湾
の
田
ん
ぼ
を
軸
と
し
た

多
様
な
文
化
に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
紙
面
で
は
紹
介
し
き
れ

ま
せ
ん
が
、
行
く
先
々
で
出
会
っ
た
地

域
資
源
を
活
か
し
た
多
彩
で
豊
か
な
食

文
化
が
、
特
に
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
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日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、日

本
の
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
と
韓
国
の
韓
国
湿

地
N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
K
W
N
N
）

が
毎
年
交
替
で
主
催
し
て
い
ま
す
。
本

年（
2
0
2
3
年
度
）は
、
韓
国
側
の
主

催
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
2
0
2
4

年
4
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
湿
地

の
喪
失
を
食
い
止
め
る
た
め
に
両
国
の

「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
制
度
」
は
機
能
し

て
い
る
か
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
報
告
と

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
側
か
ら
は
、
岡
山
県
・
玉
島
ハ

ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
事
例
（
西
井
弥
生

さ
ん
）、
愛
知
県
・
藤
前
干
潟
事
例
（
亀

井
浩
次
さ
ん
）、
沖
縄
県
・
泡
瀬
干
潟
、

辺
野
古
、
浦
添
の
事
例
（
安
部
真
理
子

さ
ん
）
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国

側
か
ら
は
、
コ
ジ
ェ
南
部
観
光
団
地
開

発
事
例
（
ウ
ォ
ン
・
ジ
ョ
ン
テ
さ
ん
）、

ナ
ク
ト
ン
ガ
ン
河
口
の
橋
梁
建
設
・
カ

ド
ク
島
新
空
港
建
設
事
例
（
パ
ク
・
チ

ュ
ン
ロ
ク
さ
ん
）、
ソ
ラ
ク
山
の
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
事
例
（
チ
ョ
ン
・
ギ
ュ
ソ
ク

さ
ん
）
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、韓
国
側
は
チ
ャ
ン
・
ヨ

ン
チ
ャ
ン
さ
ん
（
慶
南
大
学
校
兼
任
教

授
）か
ら
、
韓
国
の
環
境
ア
セ
ス
が
、
開

発
前
提
で
そ
の
環
境
影
響
評
価
を
す
る

に
過
ぎ
な
い
点
、
実
際
の
環
境
影
響
評

価
も
事
業
者
主
導
で
費
用
も
低
廉
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
点
、
そ
も
そ
も
環
境
が

公
共
財
で
あ
る
と
の
発
想
が
な
い
点
な

ど
を
指
摘
し
、
韓
国
の
ア
セ
ス
制
度
を

無
用
の
も
の
と
痛
烈
に
批
判
す
る
議
論

が
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
側
は
、
大
久
保
規

子
さ
ん（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）か
ら
、

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
　
永
井
光
弘

福
島
潟
は
、
新
潟
砂
丘
に
よ
り
阿
賀

野
川
等
の
河
川
の
流
れ
が
遮
ら
れ
、
砂

丘
列
の
内
陸
側
に
徐
々
に
土
砂
が
堆
積

し
て
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
約

2
・
6
km2
あ
り
、
新
潟
市
の
中
で
最
も

大
き
な
潟
で
す
。
潟
の
浅
い
水
域
に
は

ヨ
シ
帯
が
島
状
に
広
が
り
、
越
後
平
野

の
原
風
景
を
思
わ
せ
、
春
に
は
整
備
さ

れ
た
菜
の
花
畑
と
雪
を
か
ぶ
っ
た
山
々

が
潟
の
景
色
を
彩
り
、
四
季
折
々
の
風

景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
2
0

種
以
上
の
野
鳥
が
飛
来
し
、
4
7
0
種

類
以
上
の
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
る
自

然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
国
の
天
然
記
念

物
で
あ
る
オ
オ
ヒ
シ
ク
イ
の
越
冬
地
で

も
あ
り
、
オ
ニ
バ
ス
が
自
生
す
る
国
内

の
最
北
限
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

潟
の
北
側
に
は
、
潟
と
五
頭
山
地
を

望
む
こ
と
が
で
き
る
水
の
駅
「
ビ
ュ
ー

福
島
潟
」
と
呼
ば
れ
る
情
報
発
信
施
設

や
、
野
鳥
を
観
察
で
き
る
「
雁が
ん
ば晴

れ

舎し
ゃ

」、
葦よ
し
ぶ葺

き
古
民
家
を
再
現
し
た
休

憩
施
設
「
潟か
た
ら
い
て
い

来
亭
」
が
あ
り
、
自
然
を

感
じ
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
遊
歩
道
も

あ
り
ま
す
。
季
節
や

時
間
帯
に
よ
っ
て
菜

の
花
、
ハ
ス
、
オ
ニ
バ
ス
、
さ
ま
ざ
ま

な
鳥
の
鳴
き
声
、
潟
が
見
せ
て
く
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

福
島
潟
周
辺
に
は
、
福
島
潟
の
干
拓

を
中
心
に
蒲
原
平
野
の
開
発
に
努
め
、

県
内
有
数
の
大
地
主
と
し
て
、
北
越
屈

指
の
豪
農
と
な
っ
た
市
島
家
の
「
市
島

邸
」
や
、
福
島
潟
を
中
心
と
し
た
低
湿

地
帯
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
る
民
俗
資

料
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
北
区
郷
土

博
物
館
」、新
潟
水
俣
病
と
水
環
境
を
テ

ー
マ
に
し
た
施
設
「
人
間
と
環
境
の
ふ

れ
あ
い
館
～
新
潟
水
俣
病
資
料
館
～
」

が
あ
り
ま
す
。

福
島
潟
は
、
自
然
だ
け
で
は
な
く
、

人
の
営
み
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
る
潟
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

特
徴
を
持
つ
潟
に
は
、
自
然
や
野
鳥
を

守
る
活
動
や
、
福
島
潟
の
美
し
さ
を
伝

え
る
活
動
が
あ
り
、
地
域
住
民
も
参
加

し
て
い
ま
す
。
干
拓
さ
れ
た
場
所
を
再

び
潟
に
戻
す
事
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
福
島
潟
自
然
文
化
祭
」
や
「
福

島
潟
マ
ル
シ
ェ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
素
晴
ら
し
い
活

動
が
あ
る
中
で
す
が
、
よ
り
多
く
の
市

民
に
親
し
ま
れ
、
潟
を
身
近
な
存
在
と

し
て
感
じ
て
も
ら
い
、
日
常
的
に
潟
に

来
て
も
ら
え
る
一
助
に
な
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

福
島
潟
（
新
潟
県
）

　

オオヒシクイ（左）
とコハクチョウサワオグルマ

福島潟の全景と水の駅「ビュー福島」

志
民
委
員
会
潟
部
会
　
平
岩
史
行

福島潟

佐渡島

日　本　海

新  潟  県

新潟市

柏崎市

第
18
回 

日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
本
の
ア
セ
ス
制
度
も
、
事
業
の
可
否

に
関
す
る
戦
略
的
ア
セ
ス
が
欠
け
て
い

る
こ
と
、
事
業
の
累
積
的
影
響
を
評
価

で
き
て
い
な
い
こ
と
、
代
替
案
も
非
現

実
的
な
も
の
が
多
く
、
市
民
参
加
制
度

も
弱
い
な
ど
、
や
は
り
機
能
不
全
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
諸
外
国
で
は
、
干
潟
そ

の
も
の
に
権
利
を
認
め
る
例
も
あ
る
こ

と（
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ー
ル
・
メ
ノ
ー
ル
法
）、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、環
境
に
関
す
る
情
報

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
意
思
決
定
へ
の
市
民

参
加
、
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
を

推
進
す
る
オ
ー
フ
ス
条
約
が
広
く
批
准

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

両
国
と
も
、
環
境
ア
セ
ス
制
度
は
改

善
の
余
地
が
あ
り
、
各
政
府
に
改
善
を

働
き
か
け
る
こ
と
や
、
海
外
の
動
き
を

参
考
に
よ
り
良
い
制
度
と
し
て
い
く
努

力
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
し
た
。

ラムサール条約事務局長ムソンダ・ムンバ博士が来
日し、5月17日に環境省会議室にてNGOとの会合の
時間が設けられました。出席したNGOは、ラムネッ
トJ、日本国際湿地保全連合、ラムサールセンター、
チームスプーン、日本雁を保護する会、日本ツル・コ
ウノトリネットワークです（下写真）。ラムネットJは
与えられた8分間で2つ提案をしました。政府が条約
事務局に提出する「国別報告書」のセクション4（国
家目標の達成状況）を任意ではなく必須にして欲しい
こと、そして、ラムサール条約とオーフス条約との連
携を具体的に進めて欲しいことです。

フォーラムにオンラインで参加された皆さん

報 告

ラムサール条約事務局長とNGOの会合
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンラインで
の入会も可能です。https://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォ
ーム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライ
ン決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が

ありません
一　般 1口 5,000円 1口 2,000円
団　体 1口 10,000円 1口 10,000円
特　別 50,000円 以上 30,000円 以上
企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
は
2
0
2
4
年
通
常
総

会
を
6
月
15
日
に
栃
木
県
小
山
市
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
室
と
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。
議
案
と
し
て
、

2
0
2
3
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算

（
左
表「
活
動
計
算
書
」参
照
）、2
0
2
4

年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、2
0
2
1

－

2
0
2
4
年
短
期
計
画
の
3
年
目
の
達

成
度
報
告
、
2
0
2
4
年
度
の
役
員
人
事

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
は
前
年
度
か
ら
企
画
交

渉
を
続
け
て
い
た
「
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
従

前
は
年
に
1
本
で
あ
っ
た
環
境
省
か
ら
の

翻
訳
業
務
が
2
本
に
増
え
翻
訳
チ
ー
ム
は

多
忙
な
年
で
し
た
。

役
員
人
事
で
は
、
ふ
く
お
か
湿
地
保
全

研
究
会
の
勝
野
陽
子
さ
ん
に
代
わ
っ
て
同

団
体
の
小
山
内
朝
香
さ
ん
が
理
事
に
就
任

し
ま
し
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
日
韓
N
G
O

湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
通
訳
者
と
し
て
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
た
キ
ム
・フ
ァ
ン
さ
ん
が

新
し
く
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

仕
事
の
都
合
で
理
事
を
一
時
退
任
し
て
い

た
丸
山
明
子
さ
ん
が
再
び
就
任
し
ま
し
た
。

査
で
は
藻
場
面
積
は
1
万
6
9
6
3
ha
、

干
潟
面
積
は
1
万
1
9
7
1
ha
で
し
た
。

2
0
1
5
～
2
0
1
7
年
度
の
調
査
と
比

較
し
、
藻
場
は
9
%
、
干
潟
は
8
％
増
加

し
た
と
の
こ
と
で
す
。
詳
し
く
は
以
下
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.env.go.jp/press/

press_03391.htm
l

●
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル　
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
た
ほ

か
、
デ
バ
イ
ス
の
モ
ニ
タ
ー
サ
イ
ズ
に
応

じ
て
表
示
が
切
り
替
わ
る
機
能
に
よ
り
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
も
読
み

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
英
語
に
よ
る

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
説
明
ペ
ー
ジ
も
新
設
し

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
U
R
L
は
こ

れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
前
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
も
以
前
の
U
R
L

で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
藻
場
・
干
潟
分
布

状
況
調
査　
環
境
省
は
衛
星
画
像
の
解
析

手
法
に
よ
る
瀬
戸
内
海
の
藻
場
・
干
潟
の

分
布
状
況
調
査
を
2
0
2
2
～
2
0
2
3

年
度
の
２
年
間
で
実
施
し
、
そ
の
結
果
を

7
月
9
日
に
公
表
し
ま
し
た
。
今
回
の
調

新しいウェブサイトのトップページ

ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本

2
0
2
4
年
総
会
報
告

　2023 年度　活動計算書� （単位:円）
※2023年4月1日から2024年3月31日まで

経常収益
受取会費 937,000
受取寄付金（企業協賛金含む） 9,472,482
受取助成金等 4,323,522
事業収益 1,893,000
その他収益（受取利息等） 133
　　〃　　（為替差益） 4,306,000

　経常収益計 20,932,137
経常費用
 1　事業費
（1）調査研究事業 147,705
（2）保全・再生事業 5,867,603
（3）普及・啓発事業 3,440
（4）国際協力事業 1,438,078
（5）ネットワーク推進事業 267,844
（6）その他の事業 0

　事業費計 7,724,670
 2　管理費
　（人件費）
　　賃金・福利厚生費 170,576
　（その他経費）

事務委託費 785,880
印刷製本費 65,281
旅費交通費 281,462
通信運搬費 123,616
消耗品費 30,849
水道光熱費 36,000
地代家賃 312,000
賃借料 8,000
接待交際費 16,500
租税公課 600
支払手数料 23,040

　管理費計 1,853,804
　経常費用合計 9,578,474
経常外収益　過年度損益修正益 113,821
経常外費用　過年度損益修正損 22,548
当期増減額 11,444,936
前期繰越額 3,633,866
次期繰越額 15,078,802

総
会
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
組

織
概
要
」
に
掲
載
し
て
い
る
議
案
書
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

2024 年度  ラムネット J 役員一覧（○印は今回就任した役員）

代表理事	 金井　　裕
代表理事	 永井　光弘
理事（事務局長）	 後藤　尚味
理事（事務局次長）	安部真理子
理　事	 浅野　正富
理　事	 安藤よしの
理　事	 井口利枝子
理　事○	 小山内朝香
理　事	 柏木　　実
理　事	 亀井　浩次
理　事○	 キム・ファン
理　事	 呉地　正行
理　事	 佐竹　節夫

理　事	 陣内　隆之
理　事	 菅波　　完
理　事	 砂川かおり
理　事	 高野　茂樹
理　事	 田中　　博
理　事	 西井　弥生
理　事	 服部　卓朗
理　事	 原野　好正
理　事	 舩橋　玲二
理　事	 松本　　悟
理　事○	 丸山　明子
監　事	 嶋田　久夫
監　事	 堀　　良一

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン


